
　

　
　
　

B型肝炎

Hib感染症

　　四種混合
　　　　（ジフテリア・百日せき・破傷風・
　　　　不活化ポリオ）又は不活化ポリオ

　五種混合
（ジフテリア・百日せき・

　　　　　　破傷病・ポリオ・ヒブ）

結核（BCG）

水痘

日本脳炎

　　小児の肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頚がん予防）

麻しん・風しん混合（MR）
麻しん（M）　風しん（R）

ロタウイルス感染症
経口弱毒生ヒトロタウイルスワクチン
5価経口弱毒生ロタウイルスワクチン

4

27日以上の間隔をおいて2回

27日以上の間隔をおいて3回

1

0歳のうちに3回接種が必要。3回目は、2回目から4-5か月の間隔をあけて受けます。
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不活化
ワクチン

不活化ワクチン 生ワクチン 定期予防接種の対象年齢 標準的な接種時期（数字は接種回 ＊法改正などにより変更になる場合があります。

〇定期予防接種を受ける際の注意

・お子さんの体調に注意し、気になることがあれば、あらかじめかかりつけの医師に相談してください。

・「予防接種手帳」「接種予防と子どもの健康」（出生届時に配布しています）の内容をよく読み、予防接種の効果、副反応等について理解した上で、接種を受けてください。

・予防接種の際には必ず保護者が同伴してください。（保護者が同伴できない場合は、事前に保護者が委任状の申請をし、委任された者が委任状を持って接種児に同伴してください。）

標準的な

接種期間

中学1年相当

●予防接種スケジュール

二種混合

11歳で追加接種

（接種対象11-12歳)

9歳で追加接種

（接種対象9-12歳）

中学1年で接種開始（接種対象：小

6から高1の女子）

2・4・9価があり、ワクチンによっ

てスケジュールが異なります。

予防接種の接種間隔が一部撤廃されました
異なるワクチン間の場合、接種してから次のワクチンを接種するまでに、一定の間隔をあける必要がありました。従来は、生ワクチンなら接種してから27日以上、不活化ワクチンなら接種してか

ら6日以上の間隔をあけないと次のワクチンを接種することができませんでした。

しかし、令和2年10月1日から、その制限が一部緩和されることとなりました。今後は注射の生ワクチン間のみ接種してから27日以上空けることとし、その他のワクチンについては、制限がなく

なりました。

ただし、あくまでも異なるワクチン間の接種間隔についてですので、同一ワクチンを複数回接種する際の接種間隔についての制限は従来通りとなりますのでご注意ください。
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1 追加接種は、初回接種から3か月の間隔をあけて受けましょう。
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幼稚園、保育園の年長児
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市で送付

どちらのワクチンも初回接種を出生14週6日後までに済ませます。


